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桑 く

わ 
 

 
 

 
 

 
 

樹
心
院 
華 

林 

    

桑
の
木
は
養
蚕
に
不
可
欠
な
樹
で
、
蚕
（
か
い
こ
）
が
つ
く
る
絹
糸
か
ら
美
し
い
織
物
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
絹
を
運
ぶ
道
と
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
広
大
な
地
域

に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
よ
う
に
、
絹
織
物
は
た
い
へ
ん
魅
力
的
な
も
の
で
文
化
の
み
な
ら
ず

政
治
経
済
や
一
国
の
興
亡
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。 

長
い
糸
を
紡
ぐ
の
に
欠
か
せ
な
い
糸
巻
き
や
、
紡
い
で
で
き
た
糸
を
タ
テ
、
ヨ
コ
と
織
り
込
む

機
織
り
は
、
古
来
、
重
要
な
文
化
で
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
リ
ヒ
メ
さ
ま
は
七
夕
の
主
役
で
、
機
を

織
る
女
性
で
す
。
〝
鶴
の
恩
返
し
〟
の
お
話
で
は
鶴
は
自
ら
の
羽
を
混
ぜ
て
美
し
い
布
を
織
り
ま

す
。
西
洋
の
詩
で
も
沖
縄
の
舞
踏
で
も
、
糸
巻
き
を
す
る
女
性
は
恋
の
主
役
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
で
し
た
。 

そ
こ
で
は
、
糸
巻
き
器
や
機
織
り
を
回
転
さ
せ
る
し
ぐ
さ
が
、
ど
こ
か
女
性
ら
し
い
美
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
〝
回
転
〟
や
〝
渦
〟
は
貴
い

こ
と
と
し
て
古
代
の
文
献
に
も
よ
く
登
場
し
て
く
る
の
で
す
。 

明
治
時
代
か
ら
昭
和
の
あ
る
こ
ろ
ま
で
、
数
多
く
の
繊
維
関
係
の
町
工
場
が
日
本
の
経
済
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
大
き
な
工
場
に
集
約
さ
れ
て
ゆ
き
、
ま
た
人
件
費
が

安
い
国
々
の
繊
維
製
品
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
、
今
で
は
糸
巻
き
や
機
織
り
を
目
に
す
る
こ
と
は

一
般
に
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

古
く
は
、
七
夕
に
和
歌
を
梶
の
木
（
カ
ジ
ノ
キ
）
の
裏
に
墨
で
書
い
て
短
冊
と
し
て
吊
る
す
と

い
う
風
習
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
梶
の
木
は
桑
と
同
じ
ク
ワ
科
で
、
桑
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

細
か
い
毛
が
密
生
し
て
裏
が
白
い
葉
の
、
そ
の
独
特
な
形
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
そ
し
て
桑
の
葉

の
裏
に
も
筆
で
文
字
が
書
け
ま
す
。
梶
の
木
は
日
本
の
ご
く
一
部
の
地
域
に
し
か
生
え
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
養
蚕
業
が
衰
退
し
て
荒
れ
放
題
の
桑
畑
が
多
い
そ
う
な
の
で
、
古
来
、
高
貴
の
木
と

さ
れ
た
桑
で
な
に
か
と
遊
ん
で
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

桑の葉は独特の印象的な形。実は

黒く熟すると美味しく、ドドメ、

マルベリーとも。 
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彩流華 第３５号・目次 
   

華と文     ‥‥‥‥‥‥ ２ 

桑 くわ 

新緑を生ける  ‥‥‥‥４ 

 

陰暦の節句    ‥‥‥‥６ 

華林の華の会 

 

天地の音（歌と句）‥‥１０ 

宮崎の岬にて 

 

禮華 ‥‥‥‥‥‥ 裏表紙 

 

  表紙  彩流華・火の華 

華林 

   なつはぜ 一色 

   陶三ツ足花器 

    意匠／華林 

    制作／前田弥冨  
陽(火･日)の華は器に対して

やや小さめに生け、大きくな

ろうとする姿を生けます。 

６月 15日 華林苑にて 

 
 

 華林苑ニュース は 

この号では別刷です 

 

                                     

彩
流
華
・
風
の
華
／
艸
型(

崩
し
た
形) 

 

桑
の
木 

陶
華
器
‥
意
匠
／
華
林
、
制
作
／
前
田
弥
冨  

華
／
華
林 

 
 

６
月
15
日 

華
林
苑
に
て 
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ユ
ズ
リ
ハ
（
杠
） 

の
新
緑 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
の
葉
が
成
長
す
る
と
去
年
の
葉
が
い
さ
ぎ
よ
く
散
る
こ
と
か
ら
き
た
と
さ

れ
る
ユ
ズ
リ
ハ
の
名
前
。
若
い
葉
の
赤
い
葉
柄
が
美
し
い
。 

彩
流
華
・
な
げ
入
れ
調 

… 

ユ
ズ
リ
ハ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
レ
ー
ス
フ
ラ
ワ
ー 

陶
花
器 

… 

意
匠
／
華
林 

制
作
／
前
田
弥
冨 

 

華
／
華
林 

５
月
25
日 

華
林
苑
に
て 
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三
つ
葉

み

つ

ば

躑
躅

つ

つ

じ 

の
新
緑 

若
い
葉
が
赤
み
を
帯
び
る
木
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
新
緑
と
呼
べ
る
の
か
、
そ
の
一
歩
手
前
な

の
か
‥
‥
。
赤
い
色
素
は
ま
だ
弱
い
葉
の
組
織
を
紫
外
線
の
害
か
ら
守
る
た
め
、
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
切
れ
込
み
が
大
き
い
赤
茶
と
緑
の
葉
が
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
。
花
が
咲
い
た
後
で
す
。 

彩
流
華
・
な
げ
入
れ
調  

… 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
（
葉
）
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ア
ス
チ
ル
ベ
、
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

陶
花
器 

… 

意
匠
／
華
林 

制
作
／
前
田
弥
冨 

 

華
／
華
林 

 

５
月
25
日 

華
林
苑
に
て 
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陰
暦
・
上
巳

じ
ょ
う
し

の
節
句 

華
林
の
華
の
会 

西
王
母
と
桃 

よ
り 

 

３
月
月
30
日
＝
陰
暦
三
月
三
日 

～ 

４
月
２
日 

金
沢
・
東
山 

ひ
が
し
茶
屋
街 

桃
組
＋
晴
組 

陰 

暦 

の
節
句 

の 

華 は

な

の
会 ゑ 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
西
王
母
は
古
代
中
国
の
神
話
の
神
。

虎
の
化
身
と
さ
れ
、
桃
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
印
象
的
。 

絵(

軸)

「
西
王
母
」
／
華
林 

彩
流
華
・
な
げ
入
れ
調
／
華
林 

桃
、
キ
ブ
シ
、
椿 
… 

木
製
龍
紋
花
器(

中
国
製)

 

器
の
意
匠
／
華
林 
軸
装
／
永
嶋
明 

桃
花
の
本
来
の
季
節
で
、
露
地
咲
き
で
力
強
い
。 

    上
巳
じ
ょ
う
し

の
節
句
（
ひ
な
祭
り
）
の
本
来
の
意
味
は
「
三
月
の
最
初
の
巳
み

の
日
」
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
歴
史
上
に
残
る
一
番
古
い
記
録
で
も
、
こ
の
巳
の
日
（
年
と
同
じ
で
毎
日
に
当
て
は
め
ら
れ
る

干
支
え
と

）
で
は
な
く
三
月
三
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
前
だ
け
が
上
巳
で
、
実
際
は
〝
三
〟
が
重
な

る
三
月
三
日
を
祝
っ
て
い
る
の
で
す
。
端
午
た
ん
ご

の
節
句
も
名
前
だ
け
が
五
月
の
最
初
の
午
う
ま

の
日
で
、

実
際
は
〝
五
〟
が
重
な
る
五
月
五
日
を
祝
っ
て
い
る
の
で
す
。 

数
字
は
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
で
は
何
よ
り
も
重
い
意
味
を
持
つ
と
言
え
ま
す
。
一
月
一
日
の
お
正
月

は
も
ち
ろ
ん
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
（
七
夕
）
、
九
月
九
日(

重
陽
＝
菊
の
節
句)

の
陽
数

字(

奇
数)

が
重
な
る
日
を
節
句
と
し
て
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
日
を
決
め
る
暦
は
、
新
月
の

日
を
毎
月
の
一
日
と
す
る
『
陰
暦
』
が
根
拠
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

今
年
は
、
華
林
は
陰
暦
の
節
句
に
「
華
の
会
ゑ

」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
陰
暦
は
、
今
日
の
暦
に
あ

て
は
め
る
と
そ
の
年
に
よ
っ
て
一
ヶ
月
弱
か
ら
二
ヶ
月
ち
か
く
も
ず
れ
る
の
で
す
が
、
本
来
の
そ
の
節

句
の
季
節
感
を
醸
し
だ
す
に
は
最
適
と
言
え
ま
す
。 
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西王母は虎、獅子とよく似た一面を持つ。 

絵(軸)「獅子雲中図」／華林   彩流華・なげ入れ調

／華林 … レンギョウ、椿 … 陶四足花器 

器の意匠／華林 陶器制作／前田弥冨  軸装

／永嶋明  ここでの椿は園芸品種『西王母』。 

お茶室のほの暗い空間に。

絵(軸)「円相‐剱」／華林 

彩流華・剣の華／華林 … 椿

(ヤブ椿)一色 … 方‐円型陶

花器、白木花台 

印
象
的
な
赤
い
壁
の
和
風
建

築
に
華
、
絵
、
器
が
よ
く
映
え

ま
し
た
。
ほ
か
に
濃
い
緑
の
壁

の
間
そ
の
他
、
独
特
の
空
間
に

華
林
の
書
画
と
華
、
絵
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。 

挿
花
協
力
／
荒
清
照
華
、

長
尾
泓
華
。 

絵(軸)「龍図」／華林 

彩流華・なげ入れ調／華林 

ギンバ、三つ葉ツツジ、椿、マトリカリア 

 … 飾り柱の方形髙足陶花器  器の意匠／華林 

陶器制作／前田弥冨  軸装／永嶋明  龍は西

王母と対照的な性格。東西の対比にも喩えられる。 
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陰
暦
・
端
午

た

ん

ご

の
節
句 

華
林
の
華 は

な

の
会 ゑ 

菖
蒲

し
ょ
う
ぶ

と
剱

つ
る
ぎ 

よ
り 

５
月
30
日
＝
陰
暦
五
月
五
日 

～ 

６
月
４
日 

金
沢
市 

田
井
菅
原
神
社 

端
午
の
節
句
の
華
の
会
で
は
、
華
林
に
く

わ
え
て
20
人
ほ
ど
の
方
々
の
生
け
花
も
拝

殿
、
社
務
所
な
ど
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。 

同
じ
和
風
建
築
で
も
今
回
は
神
社
が
会
場

で
、
神
前
に
生
け
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
く
め
、

前
回
の
上
巳
の
節
句
の
華
の
会
と
は
趣
き
が

大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。 

田
井
菅
原
神
社
は
独
特
の
い
わ
れ
や
伝
統

を
も
つ
神
社
で
す
。 

菖
蒲(

し
ょ
う
ぶ
＝
沼
シ
ョ
ウ
ブ)

と
撫
子(

な
で
し

こ)

は
古
来
の
取
り
合
わ
せ
。
男
性
的
な
シ
ョ
ウ
ブ
と
女

性
的
な
ナ
デ
シ
コ
の
対
比
が
嬉
し
い
。
象
嵌
の
薄
端
に
投

げ
入
れ
調
に
生
け
る
。
華
林
挿
。
穂
状
の
菖
蒲
の
花
が
み

え
る
。
古
来
、
剱
の
よ
う
な
葉
の
形
、
つ
ん
と
す
る
芳
香

が
端
午
の
節
句
に
貴
ば
れ
る
。
軸
は
剱
図(

華
林
＝
右)

と
兜
の
飾
り(

山
岸
理
波)

＝
左
。 

神前に対瓶に。対瓶(ついへい)は荘重な生け方で、ハレの日などに床の間に生け

る。神前、仏前などにも応用する。 向かって左／梅、松、赤ナデシコ。向かって

右／松、梅、白ナデシコ。梅、松は天神さまにゆかりの木。ちなみに、荘厳(しょう

ごん＝荘重な床飾りのこと。転じて神仏前の飾りの意味にも)では向かって右を

「左」、向かって左を「右」と呼ぶのが正式。  ちなみに本殿はガラスの奥。 

華 … 向かって左／森川理青、右／山崎理惠。 

器 … 陶四足花器 … 意匠／華林  花台 … 年代物の木製四足花台。 

足付きの花器に足付きの花台をもちいるときは重複する印象があって不自然

な場合は避けますが、かえって面白みを見せる場合もあります。 

花器、花台の形も同様に重複を避けますが、さまざまな状況があるので最後は

感覚的に決めるのがよいでしょう。  
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軸は『円相‐風』(左)と『円相‐剱』(右)。風神雷神と

同じ意味をあらわす。彩流華・風の華／椿一色 方‐円

型陶花器(意匠/華林＝華林の器)。 挿花、絵／華林 

左／古流の応用花 右勝手本手 …  

菖蒲、ピンポンマム、アザミ … 六

角足付き銅器 挿花／川島美穂 

右／古流の生花(せいか) 左勝手本

手 … 花菖蒲 … 三足銅器  挿

花／堀田理華 

絵(軸)「雷神剱図」／華林 

 花が豪華な花菖蒲(はなしょう

ぶ)とお風呂に入れる菖蒲(しょう

ぶ＝沼しょうぶ)は別の植物。端午

の節句のほんらいの植物は菖蒲だ

が、近年は花菖蒲のほうをよく生け

る。右頁上写真の対瓶と同じ形。 

軸『蛙図』／華林  彩流華・禮華／

椿一色 … 方‐円型陶花器、高卓 

挿花／東森久華 絵､器の意匠／華林 

色
紙
「
天
ま
ん
大
自
在
天
神
」
／
華
林 

彩

流
華･

禮
華
／
椿
、
ス
タ
ー
チ
ス
ほ
か 

三
足

陶
花
器(

華
林
の
器)

 

挿
花
／
元
田
従
華 
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宮
崎
の
岬
の
突
端
に
生
え
る
ス
ダ
ジ
イ
の
巨
木 

 

香か

ぐ
わ
し
き 

照
葉

て
り
は

の
織お

り
な
す
天あ
ま

つ
傘か
さ 

海
わ
た
つ
み 

息
吹
い

ぶ

き
て 

彩あ
や

な
す

光
ひ
か
り 
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天
地

あ
め
つ
ち

の
音お

と 

― 

花
の
譜 

 

富
山
県
の
海
岸
沿
い
の
東
端
、

宮
崎
の
岬
に
て
。
美
し
い
植
物
が

多
い
。
６
月
20
日
。 

ユ
キ
ノ
シ
タ
の
群
生 

 

見
つ
け
た
り 

お
も
し
ろ
顔
の
小
宇
宙 

 

調
べ
て
み
た
ら 

〝
ウ
リ
の
木
〟
と
い
う
名
前   

わ
れ
も
ま
た 

負
け
じ
と

く
だ
巻
く 

昼
下
が
り 



著
者(

編
集
制
作)

紹
介 

／ 

樹
心
院 

華
林 

江
戸
時
代
な
か
ば
江
戸
で
お
こ
っ
た
花
道
「
古
流
」
の
江
戸
期
の
家
元
以
来
の

多
数
の
蒐
集
書
類
、
伝
書
、
伝
承
口
伝
を
継
承
、
そ
の
う
え
で
ア
ジ
ア
と
日
本
の
古
来
の
伝
統
・
哲
学
を
研
究
、
そ
の
発
表

活
動
を
独
自
の
生
け
花
「
彩
流
華
」
な
ら
び
に
墨
絵
・
和
歌
・
写
真
そ
の
他
の
創
作
活
動
と
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う
。
一
九
五

三
年
石
川
県
金
沢
市
生
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
、
各
種
の
出
版
研
究
活
動
を
へ
て
現
在
に
至
る
。 

 
彩
流
華 

第
三
十
五
号 

 

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
八
月
二
十
八
日
発
行 

著
者(

文･

作
品･

写
真)

／
華
林
（
樹
心
院
） 

制
作
発
行
／
華
林
苑
出
版
局 

 
 
 h
tt
p
:
//
 
k
ar
i
n-
e
n
.
j
p/

「
彩
流
華 

華
林
苑
」 

石
川
県
金
沢
市
大
工
町
九
番
地 

〒
９
２
０
・
０
９
８
２ 

T
e
l

・F
ax

（
０
７
６
）
２
６
５
‐
６
５
３
１ 

華
林
苑 

公
開
講
座
と
華
道
教
室 

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に 

 
ht
tp:

// 
 
k
ari

n-e
n.j

p/
 

「
彩
流
華 

華
林
苑
」 

華
林
苑
東
京
教
場
／
文
京
区
音
羽 

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
護
国
寺
駅
１
分
、
花
和
ビ
ル
九
○
三
号 

華
林
苑
金
沢
教
場
／
石
川
県
金
沢
市 

JR
金
沢
駅
東
口
、
ラ
イ
ブ
１
ビ
ル
地
下 

彩
流
華
・
禮
華 

… 

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
（
紅
白
）、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
（
花
の
あ
と
） 

 

華
林
挿 

軸 

… 

『
円
相
・
風
』
他
（
五
軸
の
う
ち
の
三
軸
）
／
華
林 

軸
装
／
永
嶋
明 

陶
花
器 

… 

意
匠
／
華
林 

制
作
／
前
田
弥
冨 

 

４
月
27
日 

華
林
苑
に
て 

 

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
。
路
地
や
庭
木
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
は
日
本
の
山
野
に
自
生
し
、
春
、
桜
と
は
思
え
な
い
房
状
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
が
、
生
け
て
い
る
の
は
花
が
散
っ
た
あ
と
の
葉
と
幼
い
房
状
の
実
で
す
。
枝
や
実

の
房
の
曲
線
も
と
て
も
繊
細
で
美
し
い
も
の
で
す
。
両
者
を
判
別
で
き
ま
す
か
？ 


